
就労支援機関を利用して復職した方の事例

対象者：記憶障害、注意障害

【発症～治療】
• 在職中に脳梗塞を発症、入院治療後に転院し、社会復帰に向けたリハビリを受ける。

【復職に向けた相談】
• 高次脳機能障害相談・支援センターの紹介を受け、就労支援機関（障害者就業・生活支援セン
ター、当センター）及び企業担当者を交えた話し合いを行い、復職を目指した支援の方針を確
認する。

【支援の方針】
• 企業担当者と相談し、6カ月後の復職を目指す。

• 病院でのリハビリの最終段階で復職に向けた準備を開始する

• 体力面の状況確認、記憶障害、注意障害に対する補完手段の活用や疲労のコントロール等の課
題に取り組むために職業準備支援（10週間）を実施
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当センターによる職業準備支援の実施内容

•１週間の作業スケジュールを立てる練習

•メモリーノートの活用（メモをとる練習）

•日誌の記入とふりかえり相談（疲労、体調、日常生活
の管理）

•疲労への対処方法の整理と実践

•ナビゲーションブックの作成（障害特性・補完手段・
配慮をお願いしたいことの整理）

•職業準備支援終了時に職場、ご家族、関係機関が集ま
り、職業準備支援での取り組み内容、職場復帰後の業
務内容や必要な配慮について共有・相談を行った。
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復職に併せた職場での支援

よりスムーズに復職できるよう、ジョブコーチ支援を実施（3カ月）

【本人への支援】

・確実に作業を行えるよう、手順書やチェックリストの活用を提案

・職場における本人の不安なこと、体調についての聞き取りを実施

【企業担当者への支援】

・本人にとってわかりやすい作業指示の伝え方を助言

・職場担当者が障害特性について理解を深められるような助言

・対象者にとって働きやすい環境づくりについて提案

・職場全体で理解を深めるための当センターカウンセラーによる社内
研修の実施
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ジョブコーチ支援での実施内容

【本人への支援】

・1つの作業につき1枚の手順書を
作成できるよう助言

・一工程ごとに作業を実施したか
どうか確認できるチェック表を作成

【企業担当者への提案】

・本人の作業スケジュール表の作成

・パーテーションや目印の設置
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参考例

目印をつける

作業手順書

障害者職業総合センター職業センター実践報告書№40
高次脳機能障害の復職におけるアセスメント



ジョブコーチ支援終了後のサポート

•ジョブコーチによるフォローアップを実施（１年間）
• 作業への適応状況の確認

• 本人の体調、仕事上の不安についての聞き取りを実施

• 会社担当者への近況の確認

•新たに本人に任せる業務の切り出しを実施

•並行して障害者就業・生活支援センターによる定着支援を継続

→センターと障害者就業・生活支援センターの間で情報交換を行い、必要
に応じて支援を行うことができるよう体制を整える
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